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1. 概要 

本資料は，再処理施設及びＭＯＸ燃料加工施設の設工認申請における，洞道の設工認申請上の

扱いについて補足説明するものである。 

洞道については，既設工認において建物・構築物として申請し認可を受けており，今回設工認

申請においても同様に建物・構築物のうちの構築物（洞道）と整理している。洞道の評価に当た

っては，洞道が原子力発電所耐震設計技術指針 4601-1987（（社）日本電気協会）（以下，

「JEAG4601-1987」という。）等における屋外重要土木構造物と同様の特徴・要求される機能を有

することから，屋外重要土木構造物に準じた評価を行っている。 

本資料は以下の資料の補足説明をするものである。 

 

・再処理施設の設工認申請書のうち，添付書類「Ⅳ-1-1 耐震設計の基本方針」 

・ＭＯＸ燃料加工施設の設工認申請書のうち，添付書類「Ⅲ-1-1 耐震設計の基本方針」 
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2. 洞道の設工認申請上の取り扱い 

2.1 洞道の特徴 

洞道は，建屋間を連結する鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，「再処理施設の位置，構造

及び設備の基準に関する規則」（以下，「事業指定基準規則」という。）及び「加工施設の位置，構

造及び設備の基準に関する規則」（以下，「事業許可基準規則」という。）における耐震重要度分類

に基づくＳクラス施設等を間接的に支持している。 

また，一部の洞道については，耐震重要度分類に基づくＳクラス施設，Ｂクラス施設及びＣク

ラス施設に分類されている。 

 

2.2 規格・基準類における屋外重要土木構造物 

JEAG4601-1987 において，屋外重要土木構造物としては，「非常用取水設備に関連する構造物す

なわち取水口，取水路，取水ピット（ポンプ室）及び海水管ダクト等の海水管支持構造物がある」

と示されており，その特徴については第 2.2-1 図のように示されている。 

洞道は，この屋外重要土木構造物の①～③のいずれの特徴にも当てはまる。 

 

 

第 2.2-1 図  JEAG4601-1987 における屋外重要土木構造物に関する記述 

（引用：JEAG4601-1987（抜粋・一部加筆）） 
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2.3 耐震設計に係る工認審査ガイドにおける整理 

耐震設計に係る工認審査ガイド（以下，「工認審査ガイド」という。）においては，第 2.3-1 図

に示すとおり，「土木構造物」は「規制基準における建物・構築物のうちの屋外重要土木構造物及

びその他の土木構造物」，「建物・構築物」は「規制基準における建物・構築物のうち，本ガイド

における「土木構造物」を除いたもの」と整理されている。また，「屋外重要土木構造物」につい

ては，「耐震安全上重要な機器・配管系の間接支持機能，もしくは非常時における海水の通水機能

を求められる土木構造物」とされている。 

洞道も工認審査ガイドにおける屋外重要土木構造物と同様に，「耐震安全上重要な機器・配管系

の間接支持機能」の維持が求められる施設である。 

また，工認審査ガイドにおいて，屋外重要土木構造物に関連する事項については「土木構造物

に関する事項」に，屋外重要土木構造物の基準地震動Ｓｓ及び静的地震力に対する耐震設計に係

る事項について示されているが，Ｓクラス施設の耐震設計に係る弾性設計用地震動Ｓｄに関する

事項については記載がない。当該事項については，「建物・構築物に関する事項」に示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3-1 図 工認審査ガイドにおける土木構造物に関する記述 

（引用：工認審査ガイド（抜粋・一部加筆）） 
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2.4 洞道の設工認申請上の取り扱い 

洞道については，既設工認において建物・構築物として申請し認可を受けており，今回設工認

申請においても同様に建物・構築物のうちの「構築物（洞道）」と整理している。これは，洞道は

耐震安全上重要な機器・配管系の間接支持機能を求められる土木構造物であるものの，一部の洞

道については洞道自体が耐震重要度分類に基づくＳクラス施設等に分類されることによるもので

ある。 

洞道の評価に当たっては，洞道が JEAG4601-1987 及び工認審査ガイドにおける屋外重要土木構

造物と同様の特徴・要求される機能を有することから，屋外重要土木構造物に準じた評価を行う。

先行発電炉の屋外重要土木構造物の基準地震動Ｓｓによる地震力に対する評価は，工認審査ガイ

ドにおける「土木構造物に関する事項」に準じて実施しているため，洞道においても同様に，「土

木構造物に関する事項」に適合するよう実施する。 

また，先行発電炉の屋外重要土木構造物にはない弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力に対する

評価並びにＳクラス，Ｂクラス及びＣクラスの静的地震力に対する評価においても，解析手法な

ど基準地震動Ｓｓと共通する事項は「土木構造物に関する事項」に準じるが，「土木構造物に関す

る事項」に整理されていない確認内容については，工認審査ガイドの「建物・構築物に関する事

項」に適合するよう実施する。 
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